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さる 5月29日の総会におし

問地学 lf第 3骨の

月--9月〉など

(1) 第 i回

8月 14日(土〉

であるが E止むを

は次に述べる

り

JI 

関県地学会のあゆみ(4 ) 

って、

のグ地学教材の

をみた本会では、既に野外

(8月入静岡県産主要河J/

(5郎、機

の作製@頒布 (8

について報告する O

として行なわれた。午前の部で、は、

についてρと題する掛究発表が予定されていたの

のグ静関県の河川礁についてグに変更された。この発

を紹介したものでも本県のいわゆる五大河川

J! 1" ド狩野JII)の比較、 地点の河床堆績物の粒度分布も擦の円形度及

が示された。午後は静 グ長吉品をつく

された O 天然、の鉱物結晶の成臨の研究 として結晶の

われているベルヌイ法をはじめ帯溶融法、ヲi上法、 、高圧合成

法立どの結品作製法の解説と、これらの方法で作られた人造ダイヤ、ノレピ~サファイアなどが回覧された。

づ¥@中@高等学校勤務の会員の実践的な研究発表が開けなかったのが、いささか残念ではあったが首

な であったと思う O

(2) )/ 

3号で予告したよう

に 8月16日--20B 

まれ平安泊 9安協で

きた。第 i百は大仁において

狩野)11産の媛灰砦@

2日は岩淵において

の関緑岩@玄武岩弘第 3誌は

手越において安倍Jll産の輝縁

布五@

テントを張つての採集会(
4会員は前夜こ

早朝か

々と目的の標本を採集した。第 4臼の大井川通第 5日の天竜J11での採集会をも合わせると‘延べ 80

名に近い本会会員がこの採集会に参加されも標本採集に協力されたoできるだけ典型的なものを集めよう

と広い河原を血まなこで探しまわった甲斐あって、ほぼ予定数(各標本とも 100偲〉を確保することが

できた O この努力の結晶ともいうべき標本は静大教養部西部教場に運ばれも洗謀、整理‘再検査ののち

本誌裏表紙裏に掲げられたようにラワン製化粧箱に収納され、解説書とともに希望者に発送された。

5 B間にわたる採集会のすべてに参加され面特に天竜JIIでは河原で野営までされて協力された熱心な

会員が幾人かあったことを付記しておく O
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